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【2 年連続採択】 昨年度（申請区分 B）採択・実施の成果を拡充発展させる後継事業 

令和 8 年度 中小企業等知的財産支援地域連携促進事業費補助金（中小企業等知的財産支援事業） 

 

令和８年６月吉日 

 (公財)北九州産業学術推進機構 

報道機関各位 

 

大学の「眠れる特許」が 5 万件のビジネスアイデア に変わる 
～生成 AI×知財活用インフラ で地域中小企業の新規事業創出を支援～ 

 

公益財団法人北九州産業学術推進機構（FAIS）は、株式会社 Konel（知財図鑑メディ

ア運営）、株式会社 FFG ビジネスコンサルティング、北九州市東京事務所と連携し、地

域大学が保有する知的財産を活用した新規事業創出支援事業を開始します。 

 

本事業では、生成 AI を活用して大学特許約 500 件から約 5 万件のビジネスアイデ

アを創出・可視化した「アイデアランドスケープ」を構築します。企業は自社の課題や事業

テーマから関連する技術やアイデアを探索できるようになり、大学知財との新たな接点

を創出します。 

 

また、ワークショップや伴走支援を通じて、知財活用による新規事業創出や産学連携

を促進し、地域経済の活性化を目指します。 

 

１ 事業概要 

 

○アイデアランドスケープの構築 
地域大学が保有する特許約 500 件を対象に、生成 AI を活用して約 5 万件のビジネス

アイデアを創出・分析し、技術と市場の可能性を俯瞰できる「アイデアランドスケープ」を構

築します。 

 

 
 

企業は、自社の課題や関心領域から関連する技術・アイデアを探索できるようになり、従

来は見つけにくかった大学知財とのマッチング機会を創出します。 



○解釈レポート・情報提供サイトの公開 
アイデアランドスケープを分析し、有望な技術領域や市場機会を整理した解釈レポートを

作成します。 

また、レポートやランドスケープを掲載する情報提供サイトを公開し、ワークショップ参加

者だけでなく広く地域企業が活用できる環境を整備します。 

 

〇新規事業創出ワークショップの開催 
北九州・福岡・長崎・東京の 4 地域において、アイデアランドスケープを活用したワークシ

ョップを開催します。 

参加企業は生成 AI や可視化ツールを活用しながら、自社の経営課題や事業テーマに関

連する大学知財を探索し、新たな事業機会の創出に取り組みます。 

 

〇事業化に向けた伴走支援 
ワークショップ参加企業のうち、事業化意欲の高い企業に対して専門家による伴走支援

を実施します。 
大学研究者とのマッチング、共同研究の調整、外部資金獲得支援などを通じて、新規事業

の実現を後押しします。 
 

２ スケジュール（予定） 

時  期 内  容 

令和８年６月～８月 アイデアランドスケープ構築、企業ヒアリング 

令和８年 8 月〜９月 解釈レポート作成、情報提供サイト公開 

令和８年 9 月～12 月 4 地域ワークショップ開催 

令和９年３月 成果取りまとめ 

※セミナー等の詳細は FAIS ホームページにて順次お知らせします。 
 
３ 本事業の特徴 
 

○ 大学知財を『読む』から『活かす』へ 
従来は専門知識が必要だった大学特許の探索を、生成 AI による可視化によっ 

て誰でも取り組みやすい環境へ転換します。 
 

○ ニーズ起点の知財活用 
企業が保有する課題や市場ニーズから関連する技術やアイデアを探索できるた

め、事業化につながる可能性を高めます。 
 

○ 産学連携の実装支援 
ワークショップだけで終わらず、伴走支援を通じて共同研究や事業化へとつな

げます。 
 
4 期待される効果 

 

○地域大学が保有する知的財産の活用促進 

○地域企業の新規事業創出支援 

○大学と企業の新たな産学連携機会の創出 

○首都圏企業や投資家との接点拡大 

○北九州学術研究都市の研究成果の発信強化 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】  (公財)北九州産業学術推進機構(FAIS) 産学連携センター 産学連携部  

担当：則松(部長)、 藤本（担当部長） 

TEL：093-695-3006 



 

５ 【参考】  

 

なぜこのような取り組みが必要なのか 

 

令和 7 年度事業 ── 採択・実施済みの実証成果 

 

令和 7 年度事業の新事業アイデア事例 

 

 
 

 

 

 

 

78.8% 

未利用率 

大学・公的研究機関が保有する国内

特許のうち、企業との接点を持たな

いまま未利用となっている割合 

（特許庁 令和 6 年度調査）。 

3つの壁 

「知の断絶」の構造 

①理解の壁（特許文献が難解）②

翻訳の壁（技術→事業ニーズへの

変換不能）③接点の壁 

（マッチング機会の不足） 

ideaflow 

本事業の解決策 

生成 AI がこれら 3 つの壁を一気に

突破。特許を「使えるビジネスアイ

デアの地図」に変換し、企業が自分

で探せる常設インフラを構築。 

 

企業向けワークショップ 

13 社 18 名参加・60分で 929件のアイデアを創出 

参加企業満足度  75% 

大学 PBL型講義（全 13回） 

学生 62 名・企業 7社が参加し、12件の新規事業

提案を創出 

成果報告会 94 名参加、次年度継続意向  70% 

 

Case01 未来の環境を育む、学びと遊び×分別・リサイクル実践アプリ

特許とプロジェクトの概要

活用特許 「廃棄物を一元管理できるシステム」

共創企業 株式会社西原商事

ターゲット教育機関（小学校・中学校の生徒）

コンセプト未来の環境を育む、学びと遊び×分別アプリ

西原商事の特許「廃棄物一元管理システム」（種類・量の記録、CO2排出量自動計算）をバックエンドに活用し、小中学生を
ターゲットにした環境教育アプリを構想。AI画像認識による写真からのゴミ判別、クイズ形式の学習モード、ユーザーランキ
ング等の機能を搭載。学生チームはJSONファイルを用いた問題読み込みとクイズロジックを設計し、プログラムを触らず
に拡張できる保守性の高い仕組みを構築。Webアプリ形式を採用しOS環境に依存せず開発コストを最小化。新規事業計
画書にとどまらず、アプリ化の機能要件定義書を作成した。



 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

Case02 地域の廃プラスチックから航空燃料（SAF）を創出

特許とプロジェクトの概要

活用特許 「廃プラスチックの効率的分解方法」

共創企業 スターフライヤー

ターゲット航空業界・モビリティ産業

コンセプト

地域で排出される廃プラスチックを回収し、FAIS保有の油化装置技術を用いて航空燃料の元となる油を抽出する地産地
消モデル。高価で海外依存度の高いSAF（持続可能な航空燃料）の国内・地域調達ルートを開拓し、輸送に伴うコストと
CO2排出量を大幅に削減する。スターフライヤーとの協働により、航空業界のサステナビリティ課題に大学発の技術で応え
る構想。学生や空港利用者のプラスチックリサイクル意識の向上と具体的な行動変容の促進も狙う。

廃プラスチックから地域循環型の

SAF生産モデルを構築

Case03 パーソナライズド・フードトレーサー

特許とプロジェクトの概要

活用特許 安全なクラウドストレージアクセスシステム

共創企業 サイエンスパーク

ターゲット食材情報や安全性に関心のある人、健康志向の人

コンセプト

食の生産から販売までの履歴をQRコードでトラッキングするシステム。サイエンスパーク社のコア技術「改ざん防止・セキュ
リティ基盤」を活用。まず学食等のクローズドな環境で「Light版」として実証実験を実施し、スキャン行動にポイント付与で
自然な需要創出の導線を設計。将来的に大手飲食チェーンへ展開時にセキュリティ基盤必須となる、自然な需要拡大シナリ
オを構築した。

情報提供の有無が飲食店の選択理由や信頼性向上に

つながるため、利用者属性に応じて表示情報を切り

替える仕組み


